
は
い
さ
い
、
ぐ
す
ー
よ
ー　
ち
ゅ
ー
う
が
な
び
ら

明
け
ま
し
て　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

県
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
幸
多
き
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
県
民
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん

だ
一
年
と
な
り
ま
し
た
。
医
療
従
事
者
の
皆
さ
ま
、
そ
し
て
県
民
及
び
事
業
者
の
皆

さ
ま
の
多
大
な
御
理
解
と
御
協
力
に
対
し
、
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

沖
縄
県
は
昨
年
５
月
下
旬
に
緊
急
事
態
宣
言
の
対
象
地
域
と
し
て
指
定
さ
れ
、
約

４
ヶ
月
間
に
も
及
ぶ
社
会
経
済
活
動
の
制
限
に
よ
り
様
々
な
分
野
で
深
刻
な
影
響
を

受
け
ま
し
た
。
今
年
は
感
染
拡
大
防
止
対
策
を
講
じ
つ
つ
、
県
経
済
の
早
期
回
復
と

県
民
生
活
の
安
定
に
向
け
、
引
き
続
き
各
種
支
援
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
ア
フ
タ
ー

コ
ロ
ナ
を
見
据
え
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
ス
タ
イ
ル
へ
の
移
行
を
前
提
に
業
態
転
換
な

ど
の
事
業
再
構
築
支
援
や
、
新
規
事
業
創
出
等
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

沖
縄
県
は
今
年
５
月
15
日
に
、
本
土
復
帰
か
ら
50
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
大
き

な
節
目
に
記
念
式
典
を
始
め
と
し
て
、
国
民
文
化
祭
、
全
国
障
害
者
芸
術
・
文
化
祭

「
美
ら
島
お
き
な
わ
文
化
祭
２
０
２
２
」の
開
催
な
ど
、
様
々
な
分
野
の
記
念
事
業
を

県
民
の
皆
さ
ま
に
も
参
画
い
た
だ
き
な
が
ら
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
記

念
事
業
を
通
し
て
、
沖
縄
の
復
帰
か
ら
今
日
ま
で
の
歴
史
を
振
り
返
り
先
人
達
の
労

苦
と
知
恵
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
自
然
や
文
化
等
の
魅
力
を
共
有
し
、
産
業
等
の
新
た

な
展
望
等
を
国
内
外
に
広
く
発
信
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
今
年
は
、
沖
縄
県
の
新
た
な
振
興
計
画
が
ス
タ
ー
ト
す
る
重
要
な
年
で
も
あ

り
ま
す
。
新
た
な
計
画
で
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
取
り
入
れ
、
社
会
・
経
済
・
環
境
の
三
つ

の
側
面
が
調
和
し
た「
持
続
可
能
な
沖
縄
の
発
展
」と「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
社
会
」

の
実
現
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
か
ら
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ

の
新
し
い
生
活
様
式
に
適
合
す
る「
安
全
・
安
心
で
幸
福
が
実
感
で
き
る
島
」を
形
成

し
、
沖
縄
県
の
自
立
的
発
展
と
住
民
が
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
社
会
の
実
現
を
図
る

た
め
、
計
画
策
定
後
は
各
種
施
策
を
積
極
的
に
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

米
軍
基
地
問
題
に
つ
い
て
は
、
昨
年
５
月
、
本
土
復
帰
50
周
年
に
向
け
、
政
府
に
対

し
在
沖
米
軍
基
地
の
整
理
・
縮
小
や
基
地
負
担
の
実
質
的
軽
減
な
ど
６
項
目
に
つ
い
て

新
た
に
要
請
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
も
沖
縄
の
米
軍
基
地
問
題
に
つ
い
て
引
き
続
き

日
米
両
政
府
へ
訴
え
る
と
と
も
に
、
国
内
外
へ
の
情
報
発
信
強
化
な
ど
に
よ
り
、
目

に
見
え
る
形
で
過
重
な
基
地
負
担
軽
減
が
図
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

復
帰
50
周
年
の「
新
時
代
沖
縄
」の
到
来
に
向
け
、「
沖
縄
ら
し
い
優
し
い
社
会
」を
構

築
し
、
島
々
の
鼓
動
、
人
々
の
輝
き
、
限
り
な
い
沖
縄
の
可
能
性
を
存
分
に
引
き
出

し
、「
誇
り
あ
る
豊
か
さ
」の
実
現
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
県
民
の
皆
さ
ま
に
は
、

引
き
続
き
県
政
へ
の
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
新
し
い
年
が
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
明
る
く
希
望
に
満
ち
た
年
と
な
り

ま
す
よ
う
祈
念
い
た
し
ま
し
て
新
年
の
御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

く
と
ぅ
し
ん　
ゆ
た
さ
る
ぐ
と
ぅ　
う
に
げ
ー
さ
び
ら

（
今
年
も　
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。）

令
和
四
年
一
月
一
日

沖
縄
県
知
事　

玉
城 

デ
ニ
ー

年
頭
の
御
挨
拶

今
年
で
３
回
目
と
な
る
「ResorTech EXPO

 2021
in 

O
kinaw

a

」（
以
下
、
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
）
が
、
沖
縄
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
で
は
、
60
社
を

超
え
る
企
業
や
団
体
に
よ
る
様
々
な
Ｉ

Ｔ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
展
示
や
活
発
な
商

談
が
行
わ
れ
た
他
、
観
光
や
公
共
交
通
の

デ
ー
タ
利
活
用
、
ド
ロ
ー
ン
に
関
す
る
国

家
戦
略
特
区
に
つ
い
て
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

な
ど
が
開
催
さ
れ
、
今
回
も
多
く
の
方
に

ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

県
で
は
、
県
内
産
業
の
Ｄ
Ｘ
推
進
に

向
け
、
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
の
開
催
を
支
援
す
る
と

と
も
に
、
様
々
な
施
策
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

駐
日
ベ
ラ
ル
ー
シ
共
和
国
特
命
全
権
大
使

お
よ
び
駐
日
米
国
臨
時
代
理
大
使
が

玉
城
知
事
を
表
敬
訪
問

 11
  18

 11
  18・19

 11
  17玉

城
知
事
は
、
県
市
長
会
会
長
、
町
村
会
会
長
ら
と
上
京
し
、

岸
田
文
雄
首
相
と
会
談
を
行
い
ま
し
た
。

玉
城
知
事
は
、
新
た
な
沖
縄
振
興
に
係
る
法
律
の
適
用
期
間

を
10
年
と
し
同
期
間
中
の
振
興
予
算
の
３
千
億
円
台
の
確
保
、

駐
留
軍
用
地
の
跡
地
利
用
推
進
法
の
10
年
延
長
と
特
別
措
置
の

拡
充
、
沖
縄
振
興
開
発
金
融
公
庫
の
現
行
組
織
の
存
続
と
機
能

強
化
及
び
新
た
な
沖
縄
振
興
関
連
法
に
関
す
る
協
議
の
場
の
開

催
に
つ
い
て
の
要
望
書
の
ほ
か
、
令

和
４
年
度
沖
縄
振
興
予
算
の
確
保
と

令
和
４
年
度
税
制
改
正
要
望
を
含
む

要
望
書
の
３
点
を
手
交
し
ま
し
た
。

同
日
、
玉
城
知
事
ら
は
、
岸
田
首
相

の
ほ
か
、
松
野
博
一
官
房
長
官
、
西
銘

恒
三
郎
沖
縄
担
当
大
臣
他
と
も
面
談
を

行
い
ま
し
た
。

玉
城
知
事
が
、
岸
田
文
雄
首
相
ら
と
面
談

玉
城
知
事
が
、務
台
環
境
副
大
臣
と
面
談

11
月
22
日
、
ル
ス
ラ
ン
・
イ
エ
シ
ン
駐
日
ベ
ラ
ル
ー
シ
共
和

国
特
命
全
権
大
使
が
玉
城
知
事
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

ま
た
、
11
月
29
日
、
レ
イ
モ
ン
ド
・
グ
リ
ー
ン
駐
日
米
国
臨

時
代
理
大
使
が
玉
城
知
事
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

玉
城
知
事
は
、

教
育
や
経
済
、

環
境
等
様
々
な

分
野
に
お
け
る

両
国
と
県
の
連

携
、
交
流
を
深

め
た
い
と
述
べ

ま
し
た
。

新
た
に
環
境
副
大
臣
に
就
任
し
た
務
台

俊
介
氏
が
、
軽
石
大
量
漂
流
・
漂
着
状
況

視
察
の
た
め
沖
縄
を
訪
れ
、
玉
城
知
事
と

面
談
を
行
い
ま
し
た
。
玉
城
知
事
は
、「
軽

石
の
問
題
は
、
沖
縄
の
美
し
い
海
岸
の
景

観
や
自
然
海
岸
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え

て
い
る
」
と
一
日
も
早
い
軽
石
問
題
の
解

決
に
向
け
協
力
を
求
め
ま
し
た
。

務
台
副
大
臣
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
加
え
軽
石

の
問
題
が
県
民
生
活
に
追
い
打
ち
を
か
け
て
い
る
こ
と
に
触

れ
、
早
期
解
決
に
向
け
全
力
で
支
援
す
る
考
え
を
示
し
ま
し
た
。

ま
た
、
務
台
副
大
臣
は
面
談
後
、
軽
石
が
漂
着
し
た
海
岸
や
、

回
収
し
た
軽
石
を
仮
置
き
す
る
ヤ
ー
ド
を
視
察
し
ま
し
た
。

SDGsとは、2015年9月に「国
連持続可能な開発サミット」に
おいて採択された「持続可能な
開発のための2030アジェンダ」
の中で掲げられている2030年ま
での国際社会全体の目標です。
SDGsは17のゴールと169のター
ゲットから構成され、「誰一人
取り残さない」社会の実現を目
指し、経済・社会環境分野の課
題の解決に向け、総合的に取り
組むこととしています。

本号の電子Book版とバックナンバーは
ホームページでご覧いただけます。

［美ら島沖縄の設置場所］ 沖縄ファミリーマート、モノレール各駅
等で無料配布しています。また、公共機関や銀行、病院など多く
の方々が利用する施設でもご覧いただけます。新規設置施設も受
付致しておりますので関心のある方は広報課までご連絡ください。
なお、全世帯向けの戸別配布は致しかねます。ご了承ください。

美ら島沖縄美ら島沖縄

沖縄県庁広報課
 公式ツイッター

@okinawa_pref

沖縄県庁広報課 
公式LINE

@ okinawa-
 government

総人口
146万8,755人
※前月比229人増加

世帯数
62万3,596世帯
※前月比433世帯増加

沖縄の人口・世帯の動き　令和３年11月１日現在

2021年2021年 1111月／月／1212月月

02  

年
頭
の
御
挨
拶

03  

県
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

04  

特
集  「
沖
縄
県
」こ
の
一
年

06  

10
分
で
わ
か
る
う
ち
な
ー
的
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

▼  

子
ど
も
た
ち
の
未
来
を
応
援

08  

チ
ャ
ー
ガ
ン
ジ
ュ
ー 

お
き
な
わ 

▼ 

お
い
し
く
楽
し
く
自
宅
で『
お
魚
ご
は
ん
』

09 

県
の
動
き
①  

新
鮮
な
県
産
食
材
を

う
さ
が
み
そ
ー
れ
!!

 

県
の
動
き
②  

オ
ン
ラ
イ
ン
版
Ｉ
Ｔ
ま
つ
り
２
０
２
２

10  

41
市
町
村 

特
産
品
め
ぐ
り　

宜
野
座
村

11 

県
の
動
き
③  

サ
ッ
カ
ー
キ
ャ
ン
プ
＆
プ
ロ
野
球

キ
ャ
ン
プ
２
０
２
２

12 

情
報
ひ
ろ
ば

14 

県
の
動
き
④  

沖
縄
空
手
世
界
大
会
２
０
２
２

開
催
決
定
!!

ちゅらしま   おきなわ

vol. 556JANUARY 2022

駐日米国臨時代理大使　レイモンド・
グリーン氏（左から２番目）

駐日ベラルーシ共和国特命全権大使　
ルスラン・イエシン氏

西銘沖縄担当大臣に要望書を手交

Ｉ
Ｔ
見
本
市「ResorTech EXPO

 
2021 in

O
kinaw

a

」の
開
催

11 .11
 29 22

3 ◀献血バス運行
スケジュール

献
血の
キャン
ペーン美ら島沖縄 2022.1

は
い
さ
い
、
ぐ
す
ー
よ
ー　
ち
ゅ
ー
う
が
な
び
ら

明
け
ま
し
て　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

県
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
幸
多
き
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
県
民
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん

だ
一
年
と
な
り
ま
し
た
。
医
療
従
事
者
の
皆
さ
ま
、
そ
し
て
県
民
及
び
事
業
者
の
皆

さ
ま
の
多
大
な
御
理
解
と
御
協
力
に
対
し
、
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

沖
縄
県
は
昨
年
５
月
下
旬
に
緊
急
事
態
宣
言
の
対
象
地
域
と
し
て
指
定
さ
れ
、
約

４
ヶ
月
間
に
も
及
ぶ
社
会
経
済
活
動
の
制
限
に
よ
り
様
々
な
分
野
で
深
刻
な
影
響
を

受
け
ま
し
た
。
今
年
は
感
染
拡
大
防
止
対
策
を
講
じ
つ
つ
、
県
経
済
の
早
期
回
復
と

県
民
生
活
の
安
定
に
向
け
、
引
き
続
き
各
種
支
援
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
ア
フ
タ
ー

コ
ロ
ナ
を
見
据
え
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
ス
タ
イ
ル
へ
の
移
行
を
前
提
に
業
態
転
換
な

ど
の
事
業
再
構
築
支
援
や
、
新
規
事
業
創
出
等
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

沖
縄
県
は
今
年
５
月
15
日
に
、
本
土
復
帰
か
ら
50
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
大
き

な
節
目
に
記
念
式
典
を
始
め
と
し
て
、
国
民
文
化
祭
、
全
国
障
害
者
芸
術
・
文
化
祭

「
美
ら
島
お
き
な
わ
文
化
祭
２
０
２
２
」の
開
催
な
ど
、
様
々
な
分
野
の
記
念
事
業
を

県
民
の
皆
さ
ま
に
も
参
画
い
た
だ
き
な
が
ら
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
記

念
事
業
を
通
し
て
、
沖
縄
の
復
帰
か
ら
今
日
ま
で
の
歴
史
を
振
り
返
り
先
人
達
の
労

苦
と
知
恵
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
自
然
や
文
化
等
の
魅
力
を
共
有
し
、
産
業
等
の
新
た

な
展
望
等
を
国
内
外
に
広
く
発
信
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
今
年
は
、
沖
縄
県
の
新
た
な
振
興
計
画
が
ス
タ
ー
ト
す
る
重
要
な
年
で
も
あ

り
ま
す
。
新
た
な
計
画
で
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
取
り
入
れ
、
社
会
・
経
済
・
環
境
の
三
つ

の
側
面
が
調
和
し
た「
持
続
可
能
な
沖
縄
の
発
展
」と「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
社
会
」

の
実
現
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
か
ら
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ

の
新
し
い
生
活
様
式
に
適
合
す
る「
安
全
・
安
心
で
幸
福
が
実
感
で
き
る
島
」を
形
成

し
、
沖
縄
県
の
自
立
的
発
展
と
住
民
が
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
社
会
の
実
現
を
図
る

た
め
、
計
画
策
定
後
は
各
種
施
策
を
積
極
的
に
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

米
軍
基
地
問
題
に
つ
い
て
は
、
昨
年
５
月
、
本
土
復
帰
50
周
年
に
向
け
、
政
府
に
対

し
在
沖
米
軍
基
地
の
整
理
・
縮
小
や
基
地
負
担
の
実
質
的
軽
減
な
ど
６
項
目
に
つ
い
て

新
た
に
要
請
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
も
沖
縄
の
米
軍
基
地
問
題
に
つ
い
て
引
き
続
き

日
米
両
政
府
へ
訴
え
る
と
と
も
に
、
国
内
外
へ
の
情
報
発
信
強
化
な
ど
に
よ
り
、
目

に
見
え
る
形
で
過
重
な
基
地
負
担
軽
減
が
図
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

復
帰
50
周
年
の「
新
時
代
沖
縄
」の
到
来
に
向
け
、「
沖
縄
ら
し
い
優
し
い
社
会
」を
構

築
し
、
島
々
の
鼓
動
、
人
々
の
輝
き
、
限
り
な
い
沖
縄
の
可
能
性
を
存
分
に
引
き
出

し
、「
誇
り
あ
る
豊
か
さ
」の
実
現
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
県
民
の
皆
さ
ま
に
は
、

引
き
続
き
県
政
へ
の
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
新
し
い
年
が
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
明
る
く
希
望
に
満
ち
た
年
と
な
り

ま
す
よ
う
祈
念
い
た
し
ま
し
て
新
年
の
御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

く
と
ぅ
し
ん　
ゆ
た
さ
る
ぐ
と
ぅ　
う
に
げ
ー
さ
び
ら

（
今
年
も　
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。）

令
和
四
年
一
月
一
日

沖
縄
県
知
事　

玉
城 

デ
ニ
ー

年
頭
の
御
挨
拶

今
年
で
３
回
目
と
な
る
「ResorTech EXPO

 2021
in 

O
kinaw

a

」（
以
下
、
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
）
が
、
沖
縄
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
で
は
、
60
社
を

超
え
る
企
業
や
団
体
に
よ
る
様
々
な
Ｉ

Ｔ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
展
示
や
活
発
な
商

談
が
行
わ
れ
た
他
、
観
光
や
公
共
交
通
の

デ
ー
タ
利
活
用
、
ド
ロ
ー
ン
に
関
す
る
国

家
戦
略
特
区
に
つ
い
て
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

な
ど
が
開
催
さ
れ
、
今
回
も
多
く
の
方
に

ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

県
で
は
、
県
内
産
業
の
Ｄ
Ｘ
推
進
に

向
け
、
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
の
開
催
を
支
援
す
る
と

と
も
に
、
様
々
な
施
策
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

駐
日
ベ
ラ
ル
ー
シ
共
和
国
特
命
全
権
大
使

お
よ
び
駐
日
米
国
臨
時
代
理
大
使
が

玉
城
知
事
を
表
敬
訪
問

 11
  18

 11
  18・19

 11
  17玉

城
知
事
は
、
県
市
長
会
会
長
、
町
村
会
会
長
ら
と
上
京
し
、

岸
田
文
雄
首
相
と
会
談
を
行
い
ま
し
た
。

玉
城
知
事
は
、
新
た
な
沖
縄
振
興
に
係
る
法
律
の
適
用
期
間

を
10
年
と
し
同
期
間
中
の
振
興
予
算
の
３
千
億
円
台
の
確
保
、

駐
留
軍
用
地
の
跡
地
利
用
推
進
法
の
10
年
延
長
と
特
別
措
置
の

拡
充
、
沖
縄
振
興
開
発
金
融
公
庫
の
現
行
組
織
の
存
続
と
機
能

強
化
及
び
新
た
な
沖
縄
振
興
関
連
法
に
関
す
る
協
議
の
場
の
開

催
に
つ
い
て
の
要
望
書
の
ほ
か
、
令

和
４
年
度
沖
縄
振
興
予
算
の
確
保
と

令
和
４
年
度
税
制
改
正
要
望
を
含
む

要
望
書
の
３
点
を
手
交
し
ま
し
た
。

同
日
、
玉
城
知
事
ら
は
、
岸
田
首
相

の
ほ
か
、
松
野
博
一
官
房
長
官
、
西
銘

恒
三
郎
沖
縄
担
当
大
臣
他
と
も
面
談
を

行
い
ま
し
た
。

玉
城
知
事
が
、
岸
田
文
雄
首
相
ら
と
面
談

玉
城
知
事
が
、務
台
環
境
副
大
臣
と
面
談

11
月
22
日
、
ル
ス
ラ
ン
・
イ
エ
シ
ン
駐
日
ベ
ラ
ル
ー
シ
共
和

国
特
命
全
権
大
使
が
玉
城
知
事
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

ま
た
、
11
月
29
日
、
レ
イ
モ
ン
ド
・
グ
リ
ー
ン
駐
日
米
国
臨

時
代
理
大
使
が
玉
城
知
事
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

玉
城
知
事
は
、

教
育
や
経
済
、

環
境
等
様
々
な

分
野
に
お
け
る

両
国
と
県
の
連

携
、
交
流
を
深

め
た
い
と
述
べ

ま
し
た
。

新
た
に
環
境
副
大
臣
に
就
任
し
た
務
台

俊
介
氏
が
、
軽
石
大
量
漂
流
・
漂
着
状
況

視
察
の
た
め
沖
縄
を
訪
れ
、
玉
城
知
事
と

面
談
を
行
い
ま
し
た
。
玉
城
知
事
は
、「
軽

石
の
問
題
は
、
沖
縄
の
美
し
い
海
岸
の
景

観
や
自
然
海
岸
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え

て
い
る
」
と
一
日
も
早
い
軽
石
問
題
の
解

決
に
向
け
協
力
を
求
め
ま
し
た
。

務
台
副
大
臣
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
加
え
軽
石

の
問
題
が
県
民
生
活
に
追
い
打
ち
を
か
け
て
い
る
こ
と
に
触

れ
、
早
期
解
決
に
向
け
全
力
で
支
援
す
る
考
え
を
示
し
ま
し
た
。

ま
た
、
務
台
副
大
臣
は
面
談
後
、
軽
石
が
漂
着
し
た
海
岸
や
、

回
収
し
た
軽
石
を
仮
置
き
す
る
ヤ
ー
ド
を
視
察
し
ま
し
た
。

SDGsとは、2015年9月に「国
連持続可能な開発サミット」に
おいて採択された「持続可能な
開発のための2030アジェンダ」
の中で掲げられている2030年ま
での国際社会全体の目標です。
SDGsは17のゴールと169のター
ゲットから構成され、「誰一人
取り残さない」社会の実現を目
指し、経済・社会環境分野の課
題の解決に向け、総合的に取り
組むこととしています。

本号の電子Book版とバックナンバーは
ホームページでご覧いただけます。

［美ら島沖縄の設置場所］ 沖縄ファミリーマート、モノレール各駅
等で無料配布しています。また、公共機関や銀行、病院など多く
の方々が利用する施設でもご覧いただけます。新規設置施設も受
付致しておりますので関心のある方は広報課までご連絡ください。
なお、全世帯向けの戸別配布は致しかねます。ご了承ください。

美ら島沖縄美ら島沖縄

沖縄県庁広報課
 公式ツイッター

@okinawa_pref

沖縄県庁広報課 
公式LINE

@ okinawa-
 government

総人口
146万8,755人
※前月比229人増加

世帯数
62万3,596世帯
※前月比433世帯増加

沖縄の人口・世帯の動き　令和３年11月１日現在

2021年2021年 1111月／月／1212月月
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年
頭
の
御
挨
拶

03  

県
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ
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特
集  「
沖
縄
県
」こ
の
一
年

06  

10
分
で
わ
か
る
う
ち
な
ー
的
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

▼  

子
ど
も
た
ち
の
未
来
を
応
援

08  

チ
ャ
ー
ガ
ン
ジ
ュ
ー 

お
き
な
わ 

▼ 

お
い
し
く
楽
し
く
自
宅
で『
お
魚
ご
は
ん
』
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県
の
動
き
①  

新
鮮
な
県
産
食
材
を

う
さ
が
み
そ
ー
れ
!!
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オ
ン
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Ｉ
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ま
つ
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２
０
２
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41
市
町
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特
産
品
め
ぐ
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宜
野
座
村
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の
動
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サ
ッ
カ
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キ
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プ
＆
プ
ロ
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キ
ャ
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プ
２
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２
２

12 

情
報
ひ
ろ
ば
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県
の
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沖
縄
空
手
世
界
大
会
２
０
２
２

開
催
決
定
!!

ちゅらしま   おきなわ
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駐日米国臨時代理大使　レイモンド・
グリーン氏（左から２番目）

駐日ベラルーシ共和国特命全権大使　
ルスラン・イエシン氏

西銘沖縄担当大臣に要望書を手交

Ｉ
Ｔ
見
本
市「ResorTech EXPO

 
2021 in

O
kinaw

a

」の
開
催

11 .11
 29 22

2◀献血バス運行
スケジュール

献
血の
キャン
ペーン 美ら島沖縄 2022.1


